
本日はお集まりいただきまして誠にありがとうございます。

1１時より説明会を開始いたしますので
しばらくお待ちください。



第２期事業者募集
オンライン説明会

2022年７月７日
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本日の流れ

１．福井県庁からのご挨拶 5分

２．CO-FUKUI 未来技術活用プロジェクトの事業概要説明 15分

３．昨年度のCO-FUKUI 未来技術活用プロジェクトの実施状況 5分

４．CO-FUKUI 未来技術活用プロジェクトの補助金説明 5分

５．質疑応答 30分
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ご参加にあたってのお知らせとお願い

■ 本日は11:00から12:00の1時間を予定しています。
途中でご退出いただく場合、特にご連絡の必要はございません。

■ 本日はZOOM Webinar形式で開催しています。
そのため、ご自身での音声ミュート解除はできません。

■ ご質問は説明会の最後、「５．質疑応答」でまとめてお伺いします。
「Q&A」ボタンより、ご質問をご入力の上、「匿名で送信」ください。

■ 説明会にあたって、ご不明な点がありましたら、下記メールアドレスまで
お気軽にご連絡ください。

▶事務局メールアドレス:co-fukui@tohmatsu.co.jp



１．福井県庁からのご挨拶
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福井県について

福井県は、日本の真ん中あたり、北陸地方に位置
します。
冬の味覚の王様“越前がに”をはじめとした海産物
や、豊かな自然が育む山の幸・里の幸など食材の
宝庫です。
また日本屈指の恐竜化石発掘地があり、由緒ある
歴史・伝統・文化、そして世界に羽ばたく地場産
業と農林水産業が活発です。

▼福井県の強み

社⾧輩出率
全国1位幸福度全国1位 こどもの学力・体力

全国トップクラス
女性の社会進出

全国1位
平均寿命
全国上位

世界に誇る地場産業
・伝統工芸品



１．福井県庁からのご挨拶

福井県DXの考え方



１．福井県庁からのご挨拶

目指すビジョン

福井県の将来を持続可能なものとするため
「ＤＸ＝即効性が高い手段」を早期に活用



１．福井県庁からのご挨拶

福井県DXの取組①（R3)

「県民目線・生活密着型」で課題解決



１．福井県庁からのご挨拶

福井県DXの取組②（R3)

「県民目線・県民ニーズ」により再デザイン



１．福井県庁からのご挨拶

福井県DXの取組③（R3)

「県民参加型」で取組み



１．福井県庁からのご挨拶

福井県DXの取組④（R3)

「民間・スタートアップ等 外部パートナー」と協業



１．福井県庁からのご挨拶

福井県DXの取組⑤（R3)

チームふくいのＤＸ推進を支援



１．福井県庁からのご挨拶

今後の取組方向性



１．福井県庁からのご挨拶

未来技術活用プロジェクトへの期待①

課題解決型サービスの提供に向け、
パートナー皆さまのご協力を仰ぎたい



１．福井県庁からのご挨拶

未来技術活用プロジェクトへの期待②

福井県が持つアセットをご活用ください
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事業概要
本事業では、国内外の企業が地域と協働しながら取り組む革新的な技術・サー
ビスの実証プロジェクトを誘致することで、地域課題の解決が行われ、福井を
大胆に変革し、次の時代に新しい価値を創造することを目的とします。
さらに、プロジェクトを通じて未来技術を活用できる人材が育成・輩出され、
福井の魅力がさらに新たな人を呼び込み、県民の誰もが安心してくらしを楽し
み、県民の誇りとなる「福井モデル」の確立につながることを目指します。

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明
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９つのテーマ
事業者様には、県民のくらしの質を高める「スマートふくい」の実現に繋がる、
９つのテーマのいずれかに沿って、事業のご提案をお願いしています。

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明
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テーマ１“交通”
“交通”で市町から要望のある取組テーマと、利用可能な福井県の資源（アセッ
ト）をご紹介します。

市町から要望のある取組テーマ

• 利便性の高い交通手段の確保
• 新幹線駅からの二次交通と中山間地域の交通手段の確保
• 効率的な通行量調査及び調査データの有効活用
• いつも混雑している市民の憩いの場への移動実態の把握及び自家用車に替わる

交通システム

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関（例:まちづくり会社や地元商店街、交通機関等）との連携
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

資源（アセット）

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明
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テーマ２“産業”
“産業”で市町から要望のある取組テーマと、利用可能な福井県の資源（アセッ
ト）をご紹介します。

• 地域産業におけるDX対応
• AIやICT等のデジタル技術を活用した、事業者間の技術格差の是正、受発注業務

の効率化、市場開拓・販路開拓支援、リードタイムの短縮

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関（例:県内企業（中小企業者や共同組合等を含む）等）との連携
• 県民衛星画像の活用等
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

市町から要望のある取組テーマ

資源（アセット）
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テーマ３“行政”
“行政“で市町から要望のある取組テーマと、利用可能な福井県の資源（アセッ
ト）をご紹介します。

• 電子自治体の推進（例:行政手続の簡素化、ＳＭＳを活用した滞納整理等）
• 地域コミュニティにおけるDX推進
• 「関係人口×デジタル」による人の流れの創出・拡大

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関（例:県内企業、地域住民等）との連携
• ふるさと納税の寄附者情報などの関係人口に関するデータ（※提供方法は協議のうえ決定）
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

市町から要望のある取組テーマ

資源（アセット）
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テーマ４“防災・環境”
“防災・環境“で市町から要望のある取組テーマと、利用可能な福井県の資源
（アセット）をご紹介します。

• 災害発生時の住民への情報伝達方法
• 漂着ごみの軽減・絶滅
• スマホアプリを通じた３Ｒ促進

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関（例:県内企業等）との連携
• 「ごみ収集日一覧」「ごみ分別情報一覧」などのオープンデータ
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

市町から要望のある取組テーマ

資源（アセット）
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テーマ５“農林水産”
“農林水産”で市町から要望のある取組テーマと、利用可能な福井県の資源（ア
セット）をご紹介します。

• 効率的な農地や農用地の現地把握手法の確立
• 持続的な農業の発展に資するネットワーク構築
• 持続的な鳥獣害被害軽減策の確立
• 鳥獣被害対策現場におけるDXの活用
• 中山間地の耕作放棄地対策

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関との連携（例:猟友会や各団体と連携したサポート体制の構築）
• 農地台帳システムや農地パトロールの関連資料の提供
• 県民衛星画像の活用等
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

市町から要望のある取組テーマ

資源（アセット）
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テーマ６“観光・文化”
“観光・文化“で市町から要望のある取組テーマと、利用可能な福井県の資源
（アセット）をご紹介します。

• デジタル活用による観光地の混雑状況の把握とウェブでの情報発信

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関との連携
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロェクトの事業概要説明

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

市町から要望のある取組テーマ

資源（アセット）
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テーマ７“健康福祉”
“健康福祉“で市町から要望のある取組テーマと、利用可能な福井県の資源（ア
セット）をご紹介します。

• 高齢者世帯の見守り支援

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関（例:緊急通報体制整備事業所、安心生活ネットワーク協力事

業所、地域住民等）との連携
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

市町から要望のある取組テーマ

資源（アセット）
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テーマ８“教育”
“教育“で想定される取組例と、利用可能な福井県の資源（アセット）をご紹介
します。

• 教育水準No.1の福井の教育水準をさらに向上させていく教育環境づくり
• 教職員の負担軽減につながる取り組み

• 実証フィールドの提供
• 地元関係機関との連携
• その他提案者が求める県庁所有の情報やサービスなどのアセット

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

市町から要望のある取組テーマ

資源（アセット）
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５つのサポート
採択された事業者様には、５つのサポートをご用意しています。

①コーディネーターによる
ハンズオン支援

②認知度向上に向けた情報発信支援

③協力者や顧客等のマッチング支援

④実証実験・社会実装に係る
資金調達支援

採択プロジェクトに対し、各1名担当がつ
き、事業に関する様々な相談に応じます。

公式WEBサイトや、プレスリリース・Ｓ
ＮＳを活用し事業内容のＰＲを行います。

実証段階で必要となる協力者やフィール
ドのマッチングを支援します。

本事業で使うことのできる補助金制度を
用意しています。

⑤福井県が持つアセットの活用

「テータ連携基盤」「デジタルクーポン
アプリ」「県民衛星データ」など行政が
保有するアセットをご活用いただけます。

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明
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福井県が持つアセットの活用①
採択された事業者様には、福井県が持つアセットをご活用いただけます。

a. 県民向けサービス連携基盤 b. デジタルクーポンアプリ

「インターネット上で提供されるサービスやア
プリを連携させ、県民の利便性向上を図るツー
ルとして導入する連携基盤を官民双方が利用で
きるよう開放し、新サービス創出の場としてご
活用いただけます。

福井県民の4割超がダウンロードし、５千店舗
が参加する消費喚起ツール「ふく割」をご活用
いただけます。

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明
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福井県が持つアセットの活用②
採択された事業者様には、福井県が持つアセットをご活用いただけます。

c. 県民衛星データ d. その他

県民衛星「すいせん」に搭載したカメラから得
られるデータを利用し、防災・土木管理・森林
管理など幅広い分野でご活用いただけます。

このほか、行政が保有するアセット（例:農地
台帳システムや農地パトロール関連資料など）
を活用したい場合にはご相談ください。

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明



「CO-FUKUI 未来技術活用プロジェクト」公式WEBサイトよりエントリー
シートをダウンロードのうえ、ご記入いただき、事務局宛にメールにて送付く
ださい。
なお、ご応募いただく際には、事前に上記公式WEBサイトの「事業詳細」をご
覧いただき、その他注意事項等についてご確認ください。

応募期間は７月３１日（日）２３:５９までです。
一次審査結果は、８月中旬にご連絡させていただきます。

29

応募方法

公式WEB画面

必須情報を入力

クリック
応
募
完
了

エントリー
シートの

メール送付

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明

エントリーシート
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実証事業説明資料
エントリーシートには以下の（ア）～（カ）の内容を記載してください。

（ア）応募するテーマ
（イ）本事業にて提案予定の事業を実施する上での背景
（ウ）応募事業内容（＝上記の課題に対する解決策）
（エ）プログラム成果達成後の事業展開計画
（オ）応募事業のスタータス
（カ）補助金の概算金額

• 上記の内容が含まれているものであれば、既存資料の活用も可能です。また
資料が複数に分かれていても問題ありません。

• エントリーシートは、パワーポイント形式で10MB程度の状態で、メールに
てご提出ください。

※エントリーシートのメール送付をもって応募が完了します。

【メールの宛先】CO-FUKUI 未来技術活用プロジェクト運営事務局
co-fukui@tohmatsu.co.jp

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明
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審査基準
福井県庁関係者および外部有識者で構成される審査委員会では、５つの視点で
審査いたします。

 地域課題解決へのインパクト:ソリューションが実装されることにより、福井県の課題解決が
期待できるか

 福井県における中⾧期でのサービス継続性:プログラム後も、福井県内に根付くことが期待さ
れる事業か

 経営者の熱意・コミットメント:提案者・経営者に取組意欲があり、事業に対して高いコミッ
トメントレベルが期待できるか

 実行性・具体性:事業プランが事業や経営者及びチームの資質、福井県内のアセットを踏まえ
て実現可能性が高いか

 独自性・話題性:課題を解決するソリューションに新しい視点や工夫・アイディアが盛り込ま
れているか

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明
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応募から事業終了までのスケジュール
応募から事業終了までのスケジュールは以下の通りです。

応
募
受
付
期
間

（
6
月
24
日
～
7
月
31
日
）

一
次
審
査
結
果
通
知

（
8
月
中
旬
）

６月～８月

二
次
審
査
実
施

（
8
月
下
旬
）

二
次
審
査
結
果
通
知

（
8
月
下
旬
）

採
択
事
業
本
格
開
始

（
9
月
中
旬
予
定
）

９月～２月

実
証
・
実
装
事
業
の
実
施

（
２
月
末
ま
で
）

３月

成
果
報
告
会
（
3
月
上
旬
）

応募から採択まで 採択から事業完了まで

２．CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの事業概要説明



33

昨年度採択事業者のご紹介
昨年度採択した６社の事業者様をご紹介します。

３．昨年度のCO-FUKUI 未来技術活
用プロジェクトの実施状況

本事業での実証の後、直ちに実装に繋がった取組みもございます。

会社名 概要

行政HPのデータ解析を通じたホームページの最適化、県民の政策ニーズ分析

介護施設における夜間の効率的なオンコール対応及び新たな救急搬送モデルの構築

ビッグデータＡＩ分析による大雪時の車両滞留早期検知

ＡＲを活用した福井エリアの回遊性向上と地域づくり

Webプラットフォーム”おてつたび”を活用した関係人口創出と、地域資源の見える化

習慣化アプリ「みんチャレ」を活用した親子でフレイル予防プログラム
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昨年度採択事業者のご紹介

ハンズオン支援

福井県
特有の要素

福井県に間に入って頂くことで、多様な関係者様との調整をス
ピーディーに実施いただけた点が非常に良かった。（ドクター
メイト様）
全国紙、地元紙などに取り上げて頂き、弊社や弊社事業の認知

が向上するとともに、データだけでは見えない、関係者の声な
どの情報を入手できた点も非常に助かった。（Spectee様）

海産物や豊かな自然、活発な地場産業、農林水産業、新幹線開
通を機とする観光業の盛り上げなど、福井県の特徴と弊社の
サービスとの親和性を感じることができた。（おてつたび様）
実証期間が冬の時期であり、雪国の特徴も経験でき、冬季のみ

んチャレの取り組み状況についても検証できて良かった。
（エーテンラボ様）

 昨年度実証事業に参加した事業者の皆さまからは以下のようなコメントをい
ただきました。

３．昨年度のCO-FUKUI 未来技術活
用プロジェクトの実施状況



４． CO-FUKUI 未来技術活用
プロジェクトの補助金説明
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補助金による支援

未来技術活用プロジェクト誘致補助金

地域と共に取り組む革新的な技術やサービスの社会実装に係る経費の一部を
支援します。

■上限 :１件につき３００万円

■補助率 :１／２以内

■対象経費:謝金、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、広告料、
手数料、保険料、委託費、使用料及び賃借料

■必要書類:交付申請書、実施計画書、収支予算書、概要図、
添付図面（施設図、実証実験エリアが分かる図等）、参考資料等

※補助金の詳細については、「未来技術活用プロジェクト誘致補助金実施要領」等をご参照ください。
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説明は以上です。質問を承ります。

ご質問は「Q&A」ボタンより、ご質問をご入力の上、「匿名で送信」ください。


